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本
年
も
一
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
京
都
の
教

王
護
国
寺
（
東
寺
）
で
厳
修
さ
れ
た
、
真
言
宗
最
高

の
儀
式
と
言
わ
れ
る
「
後ご
し
ち
に
ち
み
し
ほ

七
日
御
修
法
に
、
五
年
ぶ

り
に
出
仕
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

御
修
法
は
、
玉
体
安
穏
、
鎮
護
国
家
、
五
穀
成
就
、

国
土
豊
穣
を
祈
る
宮
中
の
重
要
な
正
月
行
事
と
し
て
、

一
日
か
ら
七
日
ま
で
を
神
事
で
、
八
日
か
ら
十
四
日

ま
で
の
七
日
間
を
仏
事
で
営
み
、
こ
の
後
半
の
七
日

が
「
後
七
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

御
修
法
は
真
言
八
祖
の
お
一
人
、
唐
の
国
の
不ふ
く
う空

三さ
ん
ぞ
う蔵

が
皇
帝
の
た
め
に
行
わ
れ
た
事
に
な
ら
い
、
お

大
師
様
が
我
が
国
で
も
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
承
和

二
年
の
正
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
七
日
間
、
お

大
師
様
が
大
阿
闍
梨
と
な
り
宮
中
の
真
言
院
に
お
い

て
初
め
て
厳
修
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
南
北
朝
の
動
乱

に
よ
る
中
断
も
あ
り
ま
し
た
が
、
宮
中
に
お
け
る
正

月
恒
例
の
重
要
な
法
要
と
し
て
、
連
綿
と
し
て
執
り

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
四
年
の
廃
仏
毀
釈
に

よ
り
御
修
法
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
当
時
の
高
僧
方
の
尊
い
ご
努
力
に
よ
り
、
明
治

十
六
年
一
月
八
日
よ
り
、
道
場
を
東
寺
の
灌
頂
院
に

移
し
て
再
興
さ
れ
、
今
に
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
八
日
初
日
の
「
開
か
い
び
ゃ
く白

」
に
は
、
宮
内
庁
よ

り
天
皇
陛
下
の
御ぎ
ょ
い衣
奉
持
の
勅
使
が
参
向
さ

れ
、
十
一
日
の
中
ち
ゅ
う
に
ち日
と
最
終
十
四
日
の
結け
ち
が
ん願

の
座
に
も
道
場
に
赴
か
れ
、
御
焼
香
賜
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
嵯
峨
大
覚
寺
の
尾
池
泰
道
門
跡
猊

下
を
大
阿
闍
梨
に
仰
ぎ
、
供く
ぞ
う僧

十
四
名
、
承
じ
ょ
う

仕じ

と
随
行
と
三
十
六
名
、
そ
の
他
の
関
係

の
僧
侶
や
東
寺
の
関
係
者
を
含
め
る
と
、
百
名
に
も

な
ろ
う
か
と
い
う
方
々
の
心
を
一
つ
に
し
た
お
力
に

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
無む
ま
じ
ょ
う
ま
ん

魔
成
満
し
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
も
出
仕
者
の
留
守
を
預
か
る
方
々
あ
っ
て
の

も
の
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
法
要
に
出
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
表
し
き
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
法
要

で
す
。

　

今
回
で
七
回
目
の
出
仕
で
し
た
が
、
毎
回
東
寺
の

境
内
に
あ
る
東
寺
保
育
園
の
園
児
さ
ん
た
ち
が
、
十

時
か
ら
の
お
勤
め
に
向
か
う
私
た
ち
を
日
祭
日
以
外

の
毎
日
、可
愛
い
手
を
合
わ
せ「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」

の
ご
宝
号
を
唱
え
て
見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
声

は
深
く
心
に
沁
み
、
ご
真
言
と
共
に
祈
る
力
強
さ
と

尊
さ
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
大
師
様
の
教
え
を
実
践
し
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
お
互
い
に
尊
敬
し
あ
う
心
で
、
国
の
安
泰
と
国

民
の
幸
せ
を
願
う
御
修
法
に
出
仕
出
来
た
幸
せ
を
今

も
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

合
掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三



●ご予約・お問合わせ
　yokowv@hotmail.com（武田）、078-731-0374（正覚院）
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須
磨
寺
　
は
な
ま
つ
り
（
灌か

ん
ぶ
つ
え

仏
会
）

日　

時　
　

四
月
六
日（
水
）か
ら
八
日（
金
）　

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場　

所　
　

須
磨
寺　

宝
物
館
前　

休
憩
所

　

四
月
八
日
は
、
お
釈
迦
さ
ま

の
お
誕
生
日
で
す
。
日
本
全
国

で
「
は
な
ま
つ
り
」
と
称
し
て
、

お
釈
迦
さ
ま
の
ご
生
誕
を
祝

い
、
甘
茶
を
誕
生
仏
に
か
け
る

灌か
ん
ぶ
つ
え

仏
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

二
千
五
百
年
以
上
前
の
イ
ン

ド
、
シ
ャ
カ
族
の
シ
ュ
ッ
ド
ー

ダ
ナ
王
の
妃
で
あ
っ
た
マ
ー
ヤ

夫
人
は
、
あ
る
夜
白
い
象
が
降
り
て
き
て
自
分
の
右
わ
き
腹
の
中
に
入
る
夢
を
み
ま
し
た
。

そ
の
後
ご
懐
妊
さ
れ
、
里
帰
り
す
る
旅
の
途
中
、
ル
ン
ビ
ニ
と
い
う
場
所
で
お
釈
迦
さ
ま

を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
は
、
マ
ー
ヤ
夫
人
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
、
七
歩

あ
る
い
て
立
ち
止
ま
り
、右
手
を
天
に
向
け
、左
手
を
大
地
に
向
け
、「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
喜
び
、世
界
中
の
花
が
咲
き
誇
り
、

甘
露
の
雨
が
降
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
有
名
な
お
釈
迦
さ
ま
誕
生
の
伝
説
で
す
。
こ

の
故
事
に
よ
り
、
四
月
八
日
に
は
花は
な
み
ど
う

御
堂
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
お
堂
の
中
に
、
誕
生
仏
を

お
祀
り
し
、
甘
茶
を
か
け
る
灌
仏
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
は
、
広
い
世
界
で
自
分
が
一
番
尊
い
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
お
釈
迦
さ
ま
の
命
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
々
や
動
物
、
草
木
な
ど
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
命
が
平
等
に
尊
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
生
命
尊
重

を
意
味
す
る
こ
の
言
葉
こ
そ
仏
教
の
根
本
精
神
な
の
で
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
四
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
灌
仏
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

は
な
ま
つ
り

十
三
ま
い
り

　

来
る
四
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
須
磨
寺
本
坊
書
院
に
お
い
て
、
十
三

ま
い
り
の
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
十
三
ま
い
り
と
は
、
数
え
年
の
十
三
歳
、

つ
ま
り
生
ま
れ
た
年
の
干
支
が
初
め
て
巡
っ
て
く
る
年
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
に
智
恵

と
福
徳
と
健
康
を
授
け
て
も
ら
い
に
お
参
り
す
る
行
事
で
、
別
名
「
智
恵
詣
」

「
智
恵
貰
」
と
も
言
い
ま
す
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
と
は
、
広
大
無
辺
の
智
恵
と
福
徳
を
お
持
ち
で
、
そ
れ
を
総
て
の

人
に
授
け
よ
う
と
の
御
誓
願
の
も
と
に
、
こ
の
世
に
お
い
で
に
な
る
仏
様
で
す
。

　

大
人
へ
と
歩
ん
で
い
く
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
、
仏
様
の
ご
加
護
を
祈
る
、
古

く
か
ら
続
く
日
本
の
習
わ
し
で
す
。

　

ご
家
族
で
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

記

◆ 

日　

時　

　

四
月
二
日（
土
）　

　

正
午
受
付　

午
後
一
時
開
白

◆ 

場　

所　
　

　

 

須
磨
寺
本
坊　

書
院

◆ 

御
祈
祷
料　
　

　

 

五
千
円（
お
一
人
）

◆ 

お
申
し
込
み　

　

 

須
磨
寺
派
各
寺
院
と
須
磨
寺
寺
務
所

◆ 

お
問
合
わ
せ　

　

  

電
話（
〇
七
八
）七
三
一—

〇
四
一
六

前
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
法
要
当
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

後
日
個
別
に
お
勤
め
を
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。    



蒼い山／LES MONTAGNES BLEUES
フランスから来日のデュオ＋書 家アーティストによるコラボ・ライヴ  を、

須 磨 寺正覚 院・阿字 観 道 場 にて開 催！

人のイノチの巡りと、自然が授ける不思議で優しい癒しの力を歌うシンガーソングライター、リュドヴィッ
ク･ベー ･アー。武田洋子が温もりあるヴァイオリンの音色で寄り添い、奈良在住の書家・桃蹊 (とう
けい ) が墨ライヴ・ドローイングを繰り広げる、日仏コラボ企画。2020 年春に惜しくも中止となったイベ
ントです。是非、足をお運び下さい。

大人 3,000 円／
学生・子供 1,500 円  
※未就学児は無料・予約必須

開場 18：00 ／開演 18：30 ／終演 20：00 頃

●ご予約・お問合わせ
　yokowv@hotmail.com（武田）、078-731-0374（正覚院）

桃 蹊 
（墨）　

リュドヴィック･ ベー ･アー 
（作詞作曲、ヴォーカル、ギター）

武田 洋子
 （ヴァイオリン、サブ・ヴォーカル )

18：30-

出演

創作旅行記プロジェクト［蒼い山］の特別サイト
（記事、写真・ビデオなど）はこちら ⇨　lesmontagnesbleues.com

５月２日月
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お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き
る
写
経
・

瞑
想
体
験
で
す
の
で
、
経
験
の
な
い
方
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。。
疲
れ
た
心
を
癒
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
写
経
の
み
、
瞑
想
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

毎
月
、
二
十
一
日
十
四
時
か
ら
厄
除
け
大
師
堂
で
、
二
十
八
日
十
四
時

か
ら
蓮
生
院
本
堂
で
護
摩
を
修
法
し
て
お
り
ま
す
。
お
参
り
は
自
由
な

の
で
、
護
摩
行
中
は
ご
自
由
に
お
入
り
い
た
だ
き
お
参
り
く
だ
さ
い
。

写
経
・
瞑
想
体
験
会

護
摩
行

蓮生院三月から七月までの行事予定
写
経
・
瞑
想
体
験
会
は
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

数
日
前
か
ら
発
熱
、
咳
、
下
痢
、
頭
痛
、
息
苦
し
さ
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
お
昼
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

諸
事
情
に
よ
り
取
り
や
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

蓮
生
院
電
話
番
号　

〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

日　

時
：	

三
月
十
二
日
（
土
）

	

四
月　

九
日
（
土
）・
十
七
日
（
日
）　

	

五
月
十
四
日
（
土
）・
二
十
二
日
（
日
）

	

六
月
十
八
日
（
土
）・
二
十
六
日
（
日
）

	

七
月　

九
日
（
土
）・
十
七
日
（
日
）　　

	

写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半

	

瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）

場　

所
：	

蓮
生
院
本
堂　
　

参
加
費
：	

写
経
五
百
円
・
瞑
想
会
千
円
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神戸市まちなかアート補助対象事業〜フルートコンクール応援企画〜

さくらコンサートさくらコンサート
in 須磨寺in 須磨寺

フ ル ー ト & ピ ア ノ 、
　 　 ボ ー カ ル & ピ ア ノ 、
そ し て 須 磨 琴 の 演 奏 会 で す 。

ク ラ シ ッ ク か ら ジ ャ ズ 、 ポ ッ ブ ス 、 
日 本 の 童 謡 、 民 謡 、 古 典 曲 ま で  
ジ ャ ン ル を 超 え て 「 • さ く ら 」 に  
ち な ん だ 曲 を 交 え な が ら  
　 　 春 の 調 べ を お 届 け し ま す 。

令和 4 年 3月27日（日）
時間：14:00 〜/15:30 〜
場所：須磨寺正覚院阿字観道場

出　演

　ご来場時にはマスク着用等感染対策にご協力をお願いします。会場は土足厳禁なのでスリッパ等のご持参をおすすめします。

お問合せ：【Smi le Music】代表三浦　　https：//atsukey. j imdo. com
アクセス：市バス「天神下」下車北へ12分、JR「須磨駅」下車北へ12分、山陽、阪神、阪急電車 「須磨寺駅」下車北へ5分

入場無料出入自由

一絃須磨琴保存会 FluteDuo スミレ

木田浩世　古武清美
小池美穂　朝倉理代

小松原彩子 FI. 川端裕美　　　Pf. 田中洋子 Vo. 戸田裕美　Pf. 三浦敦子

大本山須磨寺  春季大祭  本尊慶讃法要

　来る四月二十四日、午後二時より、須磨寺本堂にお
きまして、「大本山須磨寺　春季大祭　本尊慶讃法要」
を厳修いたします。
　須磨寺派の寺院住職が一堂に集い、ご本尊聖観世
音菩薩様の威光をたたえ、世界平和、万民豊楽を至心
にお祈りいたします。
　法要後は、お参りの皆様を特別に
本堂内陣にご案内いたします。国指
定重要文化財の宮殿仏壇、鎌倉時
代の十一面観音立像、六観音菩薩
等を目の前でお参りいただけます。
　年に一度の機会でございますの
で、ご知友お誘い合わせて、どうぞ
お参りくださいませ。

日 時  四月二十四日（日）  午後二時開闢　 場 所  須磨寺 本堂 参拝自由参拝自由


